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●綿スフ工連・綿工連の通常総会及び同交会の理事会・評議員会開催 

５月２４日（火）、綿スフ工連 ・綿工連の通常総会及び一般財団法人日本綿スフ機業同交

会（同交会）の理事会・評議員会が名古屋市内において開催された。 

綿スフ工連及び綿工連の通常総会では、（１）２団体の２０２１年度決算関係書類及び事

業報告書について、（２）２団体の２０２２年度事業計画（案）、収支予算（案）等は原案通り承

認され、（３）任期満了に伴う役員の改選・選任（２団体）については、一部理事を除いて原

則留任となった。 

また、同交会では、（１）理事会・評議員会において２０２１年度決算関係書類及び事業報

告書承認の件について承認された後、評議員会において任期満了に伴う理事の改選・選

任が行われ全員留任となった。 

綿スフ工連・綿工連の総会および同交会評議員会において新たに選任された理事で構

成された各々の理事会において代表者を選任し、各団体とも平松誠治氏を再任した。 

 

●綿工連綿’s 倶楽部委員会開催 

５月１４日（土）、大阪綿業会館において今年度第１回の綿工連綿’ｓ倶楽部委員会が開催され、

一部リモートを含め全委員が出席した。２年に一度の委員長改選で笹田委員長を再任、加藤(天

龍社)、飯田(泉州)両副委員長は留任となった。 

 

綿スフ工連・綿工連の通常総会及び同交会の理事会・評議員会開催／綿工 

連綿’s 倶楽部委員会開催／綿工連綿’s 倶楽部「全国交流会」開催／「ＪＦＷ  

Ｐｒｅｍｉｕｍ  Ｔｅｘｔｉ ｌｅ  Ｊａｐａｎ  ２０２３Ｓ/Ｓ」出展／１４２回繊維通商問題 

委員会開催／経産省「繊維ビジョン」、「繊維技術ロードマップ」策定／経産省

「ファッションの未来に関する報告書」取り纏め／「デジタルツールを活用した海外

需要拡大事業費補助金」公募中／主な補助金の公募スケジュール／令和４年度

補正予算案成立／「令和３年度ものづくり基盤技術の振興施策」（２０２２年版も

のづくり白書）取り纏め／綿工連産地・企業の新聞記事一覧（２０２２年５月）／

特許公開情報 
                                                   

 

主 な 内 容 
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新型コロナウイルス感染により昨年、一昨年と中止を余儀なくされた全国交流会は早期実施

を検討し、６月２５日（土）に京都での開催が決まった。コロナ終息を見据え、未来に向けて産地

を超えた意見交換・情報交換を行う。 

 

●綿工連綿’s 倶楽部「全国交流会」開催 

前記のように、綿工連綿’s 倶楽部主催の全国交流会は６月２５日（土）に京都市内で開催。昭

和３９年岡山県で開催された第１回から通算５６回目となる。３年ぶりの全国交流会では意見交

換や情報交換の場を設け、産地間交流を行う。 

 

●「ＪＦＷ Ｐｒｅｍｉｕｍ Ｔｅｘｔｉｌｅ Ｊａｐａｎ ２０２３Ｓ/Ｓ」出展 

５月２５日（水）～２６日（木）の２日間、東京国際フォーラムで「ＪFW Premium Textile Japan 

２０２３Ｓ/Ｓ」開催され、綿工連産地から古橋織布（遠州）とカイハラ（広島）が出展した。 

 

●第１４２回繊維通商問題委員会開催 

５月１８日（金）、繊産連の第１４２回繊維通商問題委員会がオンラインで開催された。議

題は、（１）日本の繊維貿易の現況について（２０２２年１～３月期・２０２２年３月）、（２）各国と

のＥＰＡ交渉状況について。 

１. 輸出入全般の動向 

 ２０２２年１－３月期の繊維貿易 

 
円ベース ドルベース 

百万円 前年同期比（％） 百万ドル 前年同期比（％） 

輸 出   ２２２,７３４ １１５.６ １,９１４ １０５.４ 

輸 入 １,０１７,９４４ 

 

 

 

 

１０７.５ ８,７５８ ９７.９ 

① ２０２２年３月単月に関しては、輸出は円ベースで８５,９５９百万円（前年同月比１１２.３％、 

輸入は円ベースで３６６,７８３百万円（前年同月比１１１.６％）。 

②２０２２年１－３月累計の繊維品別輸出入実績に関しては、輸出（円ベース）の前年同 

期比は繊維原料は１２７.９％、糸類（紡績糸・合繊糸）は１１１.５％で、うち綿糸は 

１３３.２％、毛糸は７２.９％、合繊糸は１２０.０％。織物は１２０.７％で、うち綿織物は 

１２６.８％、毛織物は１４９.６％、合繊織物は１２０.７％。二次製品は１１１.７％。 

輸入（円ベース）の前年同期比は繊維原料は１５８.２％、糸類（紡績糸･合繊糸）は 

１４３.６％でうち綿糸は１５３.３％、毛糸は１７６.５％、合繊糸は１３３.５％。織物は１３２.９％、

うち綿織物は１１２.８％、毛織物は１７０.４％、合繊織物は１４６.１％。二次製品は１０５.０％。 

２. 各国・地域別輸出入の動向 

 〇輸出（２０２２年１－３月累計） 

   Ⅰ ２０２２年１－３月の前年同期比（円ベース）は、東南アジア（中国含む）向けは 

１０９.３％、欧州１３６.５％、米州１２９.１％。 
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Ⅱ  中国が１１０.４％。シェアは２５.０％（前年同期比－１.１ポイント）で、金額では前

年同期を上回るもののシェアは微減。 

ＩＩＩ   アセアンは前年同期比で１０３.６％。シェアは２２.２％（前年同期比－２.５ポイント） 

で輸出額増のシェア微減。 

      ＩＶ  前年同月比１００％以上は、タイ、マレーシアを除く東南アジア諸国、西アジア、

欧州諸国、米国、アフリカ、大洋州。世界計では１１５.６％で回復傾向がみられ

る。 

ＶＩ  １～３月は全体が増加している中、タイは９０.９％（前年同期比－１.０ポイント）と

落ち込みが大きい。 

  〇輸入（２０２２年１－３月累計） 

   Ⅰ ２０２２年１－３月累計の前年同期比（円ベース）は、東南アジア（中国含む）が 

１０７.２％、欧州１１０.３％、米州１２２.０％。 

   Ⅱ 中国が１１0.５％、シェアは５５.２％（前年同期比＋１.５ポイント）と輸入額、シェア

共に増加傾向にある。 

 ＩＩＩ   アセアンは９８.５％、シェアが５５.２％（前年同期比－２.６ポイント）と輸入額、シェ

ア共に減。 

  ＩＶ  前年同期比でみると、マレーシアが４８.４％と大きく落ち込んでいるものの、中国

を含む東南アジア、西アジア、米州、欧州他各地域で増加傾向となっており、世

界計は１０７.５％と増加した。 
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●経産省「繊維ビジョン」、「繊維技術ロードマップ」策定 

５月１８日、経産省にて「繊維ビジョン」と「繊維産業ロードマップ」、２種の報告書が公表さ

れた。 

〇「繊維ビジョン」（２０３０年に向けた繊維産業の展望） 

昨年１１月、産業構造審議会に繊維産業小委員会を設置、６回の議論・検討を経て産業と

しての進むべき方向性や今後の政策を取りまとめた報告書を策定した。３つの戦略分野と２つ

の横断分野で構成される報告書の戦略分野 Ｉでは、繊維産地間の連携が重点ポイントとして

明示されている。「繊維ビジョン」の策定は２００７年以来、１５年ぶりとなる。 

 

  戦略分野 Ｉ 新たなビジネスモデルの創造   

   １．ファッション・ビジネス・フォーラムを通じた好循環の創出 

   ２．繊維産地間の連携 

   ３．事業継承等の促進 

  戦略分野ＩＩ 海外展開による新たな市場獲得 

   １．海外展開に向けた体制構築 

   ２．海外展開支援ツールの周知 

   ３．ＥＰＡ等の普及・啓発 

戦略分野ＩＩＩ 技術開発による市場創出   

   １．繊維技術ロードマップの着実な実施 

   ２．標準化の戦略的な活用 

   横断分野 Ｉ サステナビリティの推進 

   １．資源循環の取組強化 

   ２．責任あるサプライチェーン管理の促進 

  横断分野 IＩ デジタル化の加速 

   １．ファッション・ビジネス・フォーラムの開催 

   ２．ビジネスモデルの転換支援 

  

繊維ビジョン概要資料 

https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/seizo_sangyo/textile_industry/pdf/20220518_2.pdf   

繊維ビジョン 

https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/seizo_sangyo/textile_industry/pdf/20220518_1.pdf 

 

〇「繊維技術ロードマップ」 

   「繊維ビジョン」の「戦略分野 III 技術開発による市場創出」に掲げられた「繊維技術 

ロードマップ」は、未来の産業につながる繊維技術の創出、繊維産業の国際的な競争力

維持の観点から繊維技術の戦略や工程について事例紹介を交えて取り纏められている。 

https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/seizo_sangyo/textile_industry/pdf/20220518_2.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/seizo_sangyo/textile_industry/pdf/20220518_1.pdf
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①重点的に取り組むべき技術開発 

   ａ）スマートテキスタイル  

     スマートテキスタイルの社会実装のための技術・サービス開発を行う。また、官民の

連携を図り、デジタルものづくり支援を展開する。 

   b）ヒューマンインターフェース  

     物性データ等をデータベース化し、風合いや心地よさのシミュレーション手法を開発

する。また、ＥＣ（電子商取引）等における表示方法の確立を目指す。 

   ｃ）繊維ｔｏ繊維リサイクル  

     サプライチェーン全体が参画する検討会を設け、リサイクルの実現を目指す。技術

開発の手順や体制を構築し、分別技術やリサイクル技術の開発を促進する。 

②技術開発手法 

  ａ）サステナビリティへの対応やデジタル技術の導入など技術開発手法を提示。 

   ｂ）事業化に向け、製品ニーズ主導の製品開発や産学官及び異業種との連携方法等

を提示。 

③研究開発機関の紹介 

    ａ）信州大学、福井大学、京都工芸繊維大学や産総研をはじめとする国立研究機関、

地方公設研究機関について活動状況を紹介。 

    ｂ）特に地方公設研究機関では事業者等が活用できる評価試験を掲載。 

 

繊維技術ロードマップ 

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/textile_technology/pdf/20220518_1.pdf    

  

●経産省「ファッションの未来に関する報告書」取り纏め 

５月２日、経産省はファッションの領域において国内外で生じている数々の変化の兆候を

捉えながら、拡大する海外需要を獲得していくために必要な方策を検討するため、昨年１１

月に「これからのファッションを考える研究会 ～ファッション未来研究会～」を設置、５回の

議論を経て、今般、報告書を取り纏めた。 

「人と自然に調和的なファッション」、「テクノロジーで変わるファッション」、「新たな価値を

生み出すファッション」という３つの視点から望ましいと考えられるファッションの未来を描くた

めに重要な事項を「１０のキーワード」として集約した。 

１．需給ギャップを縮小させるビジネスモデル 

２．良いモノを長く楽しむファッション文化  

３．循環システムの構築 

４．質量のないデジタルファッション 

５．創造性の発揮を支援するテクノロジーの台頭 

６．創造社会の新しい市場ルール 

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/textile_technology/pdf/20220518_1.pdf
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７．ラグジュアリー概念のアップデート 

８．これからの海外需要獲得 

９．ビジネスで留意すべきファッションロー 

１０．ファッションの未来に求められる人材 

 

ファッションの未来に関する報告書

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/fashion_future/pdf/20220428_1.pdf   

 

●「デジタルツールを活用した海外需要拡大事業費補助金」公募中 

経産省は令和３年度補正予算事業「デジタルツールを活用した海外需要拡大事業費補助金」

の公募を開始した。優れたコンセプトや魅力的な地域資源を保有している中小企業者等がコロ

ナ禍で変化する海外需要を獲得できるよう、越境ＥＣ（電子商取引）を積極的に取り入れたブラ

ンディングやプロモーション等の取組を支援する。ａ）デジタルツール活用型と、ｂ）トップクリエ

イター活用型の２タイプあり、補助金額はどちらも上限５００万円、下限２００万、補助率２／３。 

ａ）デジタルツール活用型 

  中小企業庁が選定した支援パートナーとともに取り組むことが要件。 

  申請締切  ６月３０日（木）１５時 

  特設ページ  https://digital-tool.jp/    

ｂ）トップクリエイター活用型 

  中小企業庁が選定したクリエイティブパートナーと協業することが要件。 

  申請締切  ６月２０日（月）１５時 

  特設ページ  https://top-creator.jp/    

 

●主な補助金の公募スケジュール 

ａ）中小企業等事業再構築補助金 

第６回申請締切： ６月３０日（木）１８時 （３月２８日公募開始）    

第７回： ７月頃公募開始予定 

第８回： １０月頃公募開始予定 

 

ｂ）ものづくり補助金〔一般型・グローバル展開型〕 

第１１次申請： ５月２６日（木）～８月１８日（木） （５月１２日公募開始）   

 

ｃ）小規模事業者持続化補助金  

   第９回受付締切： ９月中旬予定 
第１０回受付締切： １２月上旬予定 
第１１回受付締切： ２０２３年２月下旬予定 

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/fashion_future/pdf/20220428_1.pdf
https://digital-tool.jp/
https://top-creator.jp/
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   商工会連合会地区                  商工会議所地区                         
                                     

 

 

ｄ－１）ＩＴ導入補助金（通常枠）            

     ３次締切： ７月１１日（月）予定      
４次締切： ８月８日（月）予定 

 
ｄ－２）ＩＴ導入補助金（デジタル化基盤導入枠） 

     ５次締切： ６月２７日（月）予定                
６次締切：  ７月１１日（月）予定 

     ７次締切： ７月２５日（月）予定 
８次締切： ８月８日（月）予定 
 

ｄ－３）ＩＴ導入補助金（セキュリティ対策推進枠）                  

      申請受付開始： ８月頃予定 （５月３１日公募開始） 
 
※新型コロナウイルス感染症で影響を受ける事業者への支援パンフレット（随時更新）  

https://www.meti.go.jp/covid-19/pdf/pamphlet.pdf      

 

※業種別支援策リーフレット（製造業向けは ３／１８～４／１８ページ）   

https://www.meti.go.jp/covid-19/leaflet/leaflet.pdf 源を保 有し 

●令和４年度補正予算案成立 

令和４年（２０２２年）度補正予算案は衆参両院で審議され、５月３１日に政府案通り成立し

た。一般会計の歳出総額は２兆７,００９億円。ロシアによるウクライナ侵攻などに伴う物価高

を受けた「総合緊急対策」の財源の裏付けとなる。 

 

●「令和３年度ものづくり基盤技術の振興施策」（２０２２年版ものづくり白書）取り纏め 

５月３１日に「令和３年度ものづくり基盤技術の振興施策」（２０２２年版ものづくり白書）が

閣議決定された。政府がものづくり基盤技術の振興に関して講じた施策に関する報告書で、

経済産業省、厚生労働省、文部科学省の３省が共同で作成。 

２０２２年版ものづくり白書では、我が国製造業の業況や設備投資、人材確保・育成及び

教育・研究開発などについて足下の動向や企業が収益を上げていくための稼ぐ力につい

て分析し、カーボンニュートラルの実現やＤＸの推進等の動向や関連事例が紹介されている。 
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〇２０２２年版ものづくり白書（概要） 

 https://www.meti.go.jp/report/whitepaper/mono/2022/pdf/gaiyo.pdf   

 

〇２０２２年版ものづくり白書（全体版）                        

  https://www.meti.go.jp/report/whitepaper/mono/2022/pdf/all.pdf   

 

●綿工連産地・企業の新聞記事一覧 （２０２２年５月） 

 

 繊維ニュース  

５月１１日  播州織産地博覧会 中止乗り越え３年ぶり開催 産地に活気呼び込む好機 

５月１１日  ３月の岡山県織物生産 綿の帆布・厚織などが伸長（岡山県工業協組纏め） 

５月１２日  ７月のＰＶパリ 日本から２８社 クロキ出展（備中） 

５月１６日  遠州産地 回復傾向も課題は綿の高騰 「今後はコスト高との戦い」 

５月１８日   PTJ２３春夏 独自の生地で勝負! 古橋織布 高密度の綿、麻使い展示 ＯＧでサステ意識（遠州）  

５月１９日  タカヤ商事・ワークウェア事業 主力ブランドで販路拡大 ワークウェアとOEMで相乗効果を(備中) 

５月２０日  綿工連綿’s 倶楽部 笹田委員長を再任（奈良）  

５月２０日  ＭＵ２３秋冬の日本コーナー 「ＪＯＢ ｐｌｕｓ」に古橋織布参加（遠州）  

５月２４日  第３回播州織産地博覧会 西脇市街地に活気あふれる 過去最多８千人で賑わう 

５月２５日  播州織工業組合 堀口理事長を再任 

５月２６日  綿工連 平松会長を再任 

５月２７日  ＰＴＪ２３春夏 織物短繊維ゾーン 古さと新しさが共存 古橋織布 （遠州） 

５月３１日  ４月の岡山県織物生産 帆布・厚織の生産量増加 全体は６.６％増 （岡山県工業協組纏め） 

 

繊 研 新 聞 

５月１１日 ＰＶ２３～２４年秋冬 リアル展に多数復帰 日本から２８社、クロキ出展（備中） 

５月１１日  杉の和紙糸【ＫＥＥＴＯ】 小口で糸売り 和紙の布（大阪南部）が全面協力 徳島の「すぎとやま」 

５月１２日  PTJ２３年春夏 各社のイチ押し カイハラ 経糸共通カイハラニュース タンドリーデニム「ＦＫ／ＦＳシリーズ」（広島） 

５月１８日  カイハラ、「ローランダー」とデニムウェアを共同開発 パルコのCF「ブースター」（広島） 

５月２０日  ミラノウニカ７月展の日本パビリオン ＜ＪＯＢプラス＞に古橋織布（遠州）出品 

５月２４日  ２１年度繊研賞特別賞 デニムの国際競争力向上、産地活性に貢献 カイハラ元会長貝原良治氏（広島） 

５月２４日  播州織産地で消費者イベント ３年ぶり開催でにぎわい 

５月２７日  『苦境で光る産地企業』 カネタ織物 “不可能”を可能にする技術と探求心（天龍社） 

https://www.meti.go.jp/report/whitepaper/mono/2022/pdf/gaiyo.pdf
https://www.meti.go.jp/report/whitepaper/mono/2022/pdf/all.pdf
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●特許公開情報 

２０２２年５月に公開された織物の製造方法に関する、特許公開情報です。 

特許電子図書館 HP： https://www.j-platpat.inpit.go.jp/ 

検索範囲： 4L048, D03D1/00～D03D27/00  

 

[特許公開情報] （２０２２年５月公開分） 

＜５月分＞   

項番 文献番号 出願人 発明の名称 

1 特開 2022-067557 
サカイ・コンポジット(株) 

東レ(株) 
引抜成形品 

2 特開 2022-069190 日本フイルコン(株) 不織布用多層織物 

3 特開 2022-069371 日本フイルコン(株) 不織布用織物および搬送ベルト 

4 特開 2022-069807 東レ(株) 
ポリエステル系繊維構造物、その製造方法

およびコンプレッションインナー衣料 

5 特開 2022-070186 (株)ミューファン 
消臭機能と抗ウイルス機能、並びに抗菌機

能や静電気除電が可能な繊維製品 

6 特開 2022-073521 

ユニチカ(株) 

日本エステル(株) 

ユニチカトレーディング(株) 

芯鞘複合マルチフィラメント糸、異形断面

マルチフィラメント糸、織編物、および衣

料 

7 特開 2022-073917 
(株)カネカ 

国立大学法人神戸大学 

再生コラーゲン繊維を使用した生地および

肌着 

8 特開 2022-074889 ダイヤテックス(株) 粘着シート及びその製造方法 

9 特開 2022-076361 
国立大学法人 東京大学 

日本電信電話(株) 

形状記憶性ファイバとメッシュ構造物およ

びそれらの製造方法 

10 特開 2022-077399 
山本印刷(株) 

カタニ産業(株) 
引箔用シート、引箔及び引箔織物 

11 特開 2022-077703 平岡織染(株) 高強度ターポリン及びその基布の回収方法 

12 特開 2022-078834 
林テレンプ(株) 

本田技研工業(株) 
車両内装材向けスエード調表皮材 

13 特開 2022-080087 

ユニチカ(株) 

日本エステル(株) 

ユニチカトレーディング(株) 

異形断面ポリエステル繊維 

14 特開 2022-081547 ロレアル(フランス) 化粧用品 

15 特許 7066156 東陽織物(株) 遮光織物 

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/
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５  月  の  行  事  

５月１４日 …………  綿工連綿’ｓ倶楽部委員会（大阪・綿業会館） 

５月１８日 ………… 第１４２回繊維通商問題委員会 《オンライン》 

５月２４日 ………… 綿スフ工連／綿工連通常総会、同交会理事会・評議員会（名古屋） 

５月２５～２６日…… ＪFW Premium Textile Japan ２０２３Ｓ/Ｓ（東京国際フォーラム） 

 

６月以降の 行事  

６月２５日 ………… 第５６回綿工連綿’ｓ倶楽部全国交流会（京都） 
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